
北
魏
洛
陽

に
み
る
仏
教

と
西

王
母
神
仙
思
想

(
服

部
)

北
魏
洛
陽
に
み
る
仏
教
と
西
王
母
神
仙
思
想

服

部

克

彦

『

仏
教
と
西
王
母
神
仙
思
想
の
関
係

さ
き
に
第
十
八
巻

一
号
で

「北
魏
洛
陽
仏
教
寺
院
に
み
る
神
仙
思
想

の
影
響
」
と
題
し
て
の
べ
、
そ
こ
で
は
東
方
海
洋
に
お
け
る
蓬
莱
山
神

仙
思
想
に
重
点
を
置

い
た
の
で
、
今
回
は
西
方
山
岳
よ
り
の
毘
嵜
山
西

王
母
神
仙
思
想
に
つ
い
て
の
べ
て
み
た
い
。
も
と
も
と
こ
れ
ら
の
神
仙

思
想
は
古
く
か
ら
中
国
人

の
も

つ
て
い
た
思
想
の
(
つ
の
柱
で
、
歴
史

上
に
顕
著
な
か
た
ち
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
思
想
に
強

い
関
心
を
示
し
た
秦
の
始
皇
帝
(B
.O
B
1

10
)や
前
漢
の
武
帝

(B
.
0

1
4
0
-
8
7
)

時
代
か
ら
と
し
て
よ
い
。

つ
い
で
後
漢
の
桓
帝

(
A
.
D
.
1
4

1
67
)の
世
に
な
る
が
、

こ
の
人
も
さ
き
の
二
帝
と
同
じ
く
神
仙
信
仰
が

深
い
こ
と
で
有
名

で
、
『
後
漢
書
』
の
帝
紀
や
祭
祀
志
に
よ
り
明
ら
か

で
あ
る
。

さ
て
、
前
漢

の
武
帝
が
東
西
文

化
交
流

の

シ
ル
ク

・
ロ
ー
ド
を
開

き
、
や
が
て
後
漢

の
頃
に
印
度

・
西
域
諸
国
か
ら
新
文
化
と
し
て
仏
教

が
伝

へ
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
西
方
文
化
は
中
国
の
人

々
に
と
つ
て
は
未
だ

接
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
ば
か
り
で
大
い
に
注
目
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で

こ
れ
ら
の
中
に
中
国
に
お
い
て
古
く
か
ら
考

へ
ら
れ
た
、
西
方
山
岳
神

仙
で
あ
る
毘
嵜
山
西
王
母
神
仙
想
思
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
お
り
こ

ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
西
方
山
岳
神
仙
思
想
は
早
く

か
ら
中
国
人
の
関
心
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
実
際
に
つ

い
て
は
全
た
く
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
も

の
と
し
て
よ
か
つ
た
。
そ
の

よ
う
な
状
態
の
ま
ま
に
シ
ル
ク

・
ロ
ー
ド
の
開
通

が
あ
り
、
『
史
記
』

大
宛
伝

・
条
枝
に
よ
る
と

「
条
枝
有
弱
水
西
王
母
、
而
未
嘗
見
」
と
あ

り
、
今
の
新
彊
省
干
關
河
上
流
域
に
箆
喬
山
が
あ
り
、
西
王
母
神
仙
の

住
ん
で
い
た
こ
と
を
伝

へ
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
も
確
認
さ
れ
た
も
の

で
な
く
、
実
に
あ
や
ふ
や
な
も
の
と
し
て
よ
い
。

つ
い
で

『
漢
書
』
の

地
理
志
に
よ
れ
ば
、
西
王
母
神
仙
の
居
住
し
て

い
た
毘
喬

山
に

つ
い

て
、
今
の
甘
粛
省
安
西
県
附
近
や
青
海
省
西
寧

県
附
近
と
も

し
て
い

る
。
要
す
る
に
そ
の
す
べ
て
は
、
今
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
に
つ
ら
な
る
外

辺
の
山
地
、

つ
ま
り
毘
喬
山
脈
を
出
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
も
と
も

と
中
国
の
人

々
が
西
方
奥
地
に
無
限
に
重
畳
す

る
山
岳
に
神
秘
感
を
い
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だ
き
、
初
め
は
西
方
の
深
山
を
漠
然
と
渾
沌

・
毘
嵜
と
称
し
西
王
母
神

仙
の
存
在
す
ら
あ
い
ま
い
な
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
こ
に
シ
ル
ク

・
ロ
ー

ド
の
開
通
に
よ
り
西
方
か
ら
の
須
弥
山
伝
説
が
伝
わ
り
、
こ
れ
ら
両
者

が
合
体

し
て
楽
土
伝
説
や
河
源
伝
説
が
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考

へ
ら
れ

る
。
と
も
あ
れ
漢
代
に
な
り
西
方
シ
ル
ク

・
ロ
ー
ド
の
開
発
と
共
に
、

中
国
の
人

々
に
と
つ
て
新
し
い
楽
土
伝
説
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
も
否

定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
新
文
化
と
し
て
の
仏

教
の
影
響
が
強
く
は
た
ら
い
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
に
よ
り
中
国
在
来

の

神
仙
思
想
の
側
で
も
新
し
い
動
き
が
生
じ
た
と
し
て
よ
い
。
こ
の
よ
う

な
両
者

の
関
係
は
そ
の
後
な
が
い
間
に
わ
た
り
、
陰
に
な
り
陽
に
な
り

し
て
縄

の
あ
ざ
な
え
る
如
き
関
係
を
た
ど
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二

仏
教
寺
院
と
西
王
母
神
仙
に
関
係
し
た
果
樹

・
珍
木
香
草

北
魏
洛
陽
時
代

(A
.U
.
1
9
4
-
5
)
に
み
る
仏
教
寺
院
の
特
色

の
一
つ

は
、
果
樹
園
や
珍
木
香
草
に
代
表
さ
れ
る
苑
池
の
す
が
た
で
あ
る
。
こ

れ
ら
果
樹
園
の
果
物
や
珍
木
香
草
の
中
に
、
仙
人
と
か
西
王
母
の
名
称

の
あ
つ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
ら

の
中

で
ま
ず

『
洛
陽
伽
藍

記
』
巻

一
に
あ
る
瑠
光
寺
を
あ
げ
て
み
た
い
。

培
光
寺
、
世
宗
宣
武
皇
帝
所
立
。

有
五
層
浮
図

一
所
、
去
地

五
十
丈
。
仙
掌
凌
虚
、
鐸
垂
雲
表
、
作
工
之
妙
、
痔
美
永
寧
。
珍
木
香
草
、

不
可
勝
言
。
牛
筋
狗
骨
之
木
、
鶏
頭
鴨
脚
之
草
、
亦
悉
備
焉
。

こ
こ
で
ま
ず
仙
掌
凌
虚

の
語
が
出
て
く
る
が
、
こ
の
仙
掌
と
は
仙
人

掌
を
さ
し
、
五
層
浮
図
の
最
上
部
を
さ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
浮
図
の
装

飾
物
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
仙
人
掌
の
表
現
を
と
つ
て
い
る
。

当
時
の
仏
教
寺
院
の
象
徴
で
あ
る
五
層
浮
図
に
お
い
て
、
最
上
部
の
装

飾
物
を
仙
人
掌
と
い
う
中
国
神
仙
思
想
の
語
で
表
現
し
た
の
は
、
そ
こ

に
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
と
み
て
よ
い
。
こ

の
仙
人
掌

に

つ
い
て

は
、
前
漢
武
帝
に
よ
り
造
ら
れ
た
通
天
台
か
ら

の
影
響

の
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
彼
が
陳
西
省
淳
化
県
の
西
北
に
あ
る
甘
泉
山
の
故
甘
泉
宮
中

に
、
通
天
台
と
称
し
た
高
層
楼
を
造

つ
て
い
る
。
『
史
記

』
の
封
禅
書

に
は

「
公
孫
卿
言
、
神
仙
好
楼
居
、
乃
作
通
天

茎
台
」
と
あ
り
、
『
三

輔
黄
図
』
巻
五
に
は

「通
天
台
、

…
…
去
地
百
余
丈
、
望
雲
雨
悉
在
其

下
、
望
見
長
安
城
、
武
帝
時
祭
泰
乙
、
…
…
人
升
通
天
台
、

以
候
天
神
、

…
…
上
有
承
露
盤
、
仙
人
掌
肇
玉
杯
、

以
承
雲

表
之
露
」
と
し
て

い

る
。
仙
手
掌
と
は
仙
人
が
掌
を
も

つ
て
盤
を
さ
さ
げ
る
形
に
象
り
、
甘

露
を
受
け
る
よ
う
に
作

つ
た
器
物
を
さ
す
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
甘
露
を
受

け
る
承
露
盤
が
必
要
で
あ
つ
た
か
と
い
う
に
、
甘
露
は
天
下
が
太
平
に

な
る
と
降
る
と
さ
れ
、
『
漢
書
』
宣
帝
紀
に

「
元
康
三
年

(
B
.
C
.
1
5
)
、

甘
露
降
未
央
宮
、
大
赦
、
以
甘
露
連
降
、
改
年
為
甘
露
」
と
あ
り
、
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
が
わ
か
る
。
前
漢
武
帝
の
神

仙
信
仰
は
色

々
な
か
た

ち
で
も
つ
て
引

つ
が
れ
、
仏
教
が
伝
来
し
て
く
惹
と
そ
の
思
想

の
中
に

神
仙
性
を
見
出
し
、

こ
れ
と
混
在
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
甘
露
に
し

て
も
、
中
国
在
来
の
思
想
と
は
別
に
甘
露
法
爾

・
甘
露
王
の
名
が
見
え

る
。
甘
露
法
爾
と
は
仏
の
教
法
を
さ
し
、
如
来

の
教
法
を
甘
露

の
雨
に

北
魏
洛
陽
に
み
る
仏
教
と
西
王
母
神
仙
思
想

(服

部
)
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北
魏
洛
陽

に
み
る
仏
教
と
西
王
母
神
仙
思
想

(
服

部
)

喩

へ
て
い
る
。
ま
た
甘
露
王
は
阿
弥
陀
仏

の
別
号

で
、
阿
弥
陀
仏
の
化

身
説
法
し
て
甘
露
の
雨
を
注
ぐ
徳
を
称
し
て
い
る
。

つ
ま
り
仏
教
の
説

明
を
す
る
の
に
、
中
国
在
来
の
神
仙
思
想
に
か
り
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。さ

て
、
珍
木
香
草
の
類
に
つ
い
て
は
、
牛
筋

狗
骨

の
木

か
ら
み
る

に
、
こ
れ
は
牛
筋
と
狗
骨
の
二
種
の
木
を
さ
し
て
い
る
。
牛
筋
の
方
は

弓
弩

の
幹
を
造
る
に
用
い
る
も
の
で
穂
と
も
呼
ば
れ
、
明

の
李
時
珍
の

『
本
草
綱
目
』
に

「健
如
牛
筋
、
日
牛
筋
」
と
示
し
て
い
る
。

つ
い
で
狗
骨

の
木
は
絢
骨
と
も

い
わ
れ
、
唐

の
陳
蔵
器

『
本
草
拾

遺
』
に
は

「
女
貞
似
絢
骨
、
絢
骨
樹
如
杜
仲
、

皮
堪
浸
酒
、
補
腰
脚
、

令
健
。

木
肌
白
似
骨
、
故
云
絢
骨
」
と
あ
る
。
こ
の
狗
骨
は
絢
杞
を
さ

し
、
地
骨

・
杓
棘
と
も
称
さ
れ
た
。
さ
き
の

『
本
草
綱
目
』
絢
杞

・
地

骨
皮
の
条
に
は
、
天
精

・
地
仙

・
仙
人
杖

・
西
王
母
杖
な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
薬
用
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
絢
杞
が
、
中
国
在
来
の
神
仙
思
想

に
よ
り
仙
人
杖
や
西
王
母
杖
と
さ
れ
、
そ
こ
に
西
王
母
神
仙
に
対
す
る

強
い
信
仰
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
仏
教
寺
院
に
お
い
て
、
薬

用
植
物

と
し
て
珍
木
香
草
の
申
に
教

へ
ら
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。

つ
い
で
鶏
頭
鴨
脚
の
草
も
鶏
頭
と
鴨
脚
の
二
草
を
さ
し
て
い
る
。
ま

ず
鶏
頭
は
お
に
ぱ
す
の
実
と
さ
れ
、
『
潅
南
子
』
巻
十

六
、
説

山
訓

の

条
に
は

「鶏
頭
已
痩
」
と
あ
る
。
痩
と
は
る
い
れ
き
で
、
頸
に
で
き
る

腫
物
や
久
し
く
癒
え
ぬ
か
さ
を
な
お
す
力
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
鴨

脚
の
草

は
鶏
頭

の
異
名
と
も
鴨
脚
葵
と
も
さ
れ
る
。
こ

の
鴨
脚
葵
も

「本
草
」
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
中
国
で
は
早
く
か
ら
薬
用
に
な
つ
て
い

た
。さ

て
、

つ
き
は
果
樹
に
つ
い
て
同
じ
く

『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻

一
、
景

林
寺
の
条
に
よ
つ
て
み
た
い
。

景
林
寺
、
在
開
陽
門
内
御
道
東
。

寺
西
有
園
、
多
饒
奇
果
。

春
鳥
秋
蝉
、
鳴
声
相
続
。

景
陽
山
南
、
有
百
果
園
。
果
別
作
林
、

林
各
有
堂
。
有
仙
人
秦
、
長
五
寸
、
把
之
両
頭
倶
出
、
核
細
如
鍼
、
霜
降
乃

熟
、
食
之
甚
美
。
俗
伝
云
出
箆
儲
山
、

一
日
西
王
母
喪
。
又
有
仙
人
桃
、
其

色
赤
、
表
裏
照
徹
、
得
霜
乃
熟
。
亦
出
毘
岩
山
、

一
日
西
王
母
桃
也
。

景
林
寺
の
果
樹
園
に
は
奇
果
が
多

い
と
す
る
が
、
そ

の
内
容
は
詳
か

で
な
い
。
と
こ
ろ
が
つ
い
で
宮
閾
内
百
果
園
の
奇
果
が
の
べ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
景
林
寺
果
樹
園
の
奇
果

の
類
が
、
宮
閾
内
百
果
園
の
も
の

で
代
表
さ
れ
た
も
の
と
し
て
論
を
す
す
め
て
み
る
。

ま
ず
仙
人
喪
で

一
種
不
思
議
な
喪

で
あ

る

こ
と
が
わ
か
る
。
大
き

さ
、
熟
す
る
時
期
や
美
味
な
ど
、
人

々
は
こ
れ
を
西
方
箆
喬
山
に
生
じ

た
西
王
母
喪
と
呼
ん
だ
。
喪
は
早
く
か
ら
神
仙
思
想
と
の
む
す
び
つ
き

が
あ
り
、
『
史
記
』
封
禅
書
に
も

「太

一
所
用
如
雍

一
時
物
、
而
加
醗

喪
哺
之
属
」
と
し
て
醒

・
捕
と
喪
が
太

一
に
供

せ
ら
れ
た
こ
と
が
み
え

る
。つ

い
で
仙
人
桃
に
つ
い
て
み
る
に
、
こ
れ
も
仙
人
聚
と
同
じ
く
不
思

議
な
桃
果
で
あ

つ
た
。
や
は
り
西
方
の
毘
喬

山

に
生
じ
た
も

の
と
い

い
、
西
王
母
桃
の
名
で
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
桃

に
関
し
て
も
早
く
か
ら
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神
仙
思
想
と
の
む
す
び
つ
き
が
あ
り
、
桃
印

・
桃
板

・
桃
皮

・
桃
酒

・

桃
符
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
桃
印
に
つ
い
て
み
る
と
、
漢
代
に
夏
至
の

日
に
門
戸
に
施
し
て
悪
気
を
と
め
た
も
の
で
、
桃
木
を
用
い
面
に
文
字

を
書
い
た
も
の
。
桃
板
は
仙
木
と
も
い
わ
れ
、
桃

の
木
で
作
り
吉
祥
を

祈
る
ふ
だ
で
、
元
具
に
之
を
門
に
懸
け
た
と
さ
れ

『
荊
楚
歳
時
記
』
に

「
正
月

一
日
造
桃
板
著
戸
、
謂
之
仙
木
」
と
あ
る
。
な
お
桃
の
こ
と
を

仙
果
と

い
わ
れ
る
が
、
桃
は
西
王
母
神
仙
な
ど
仙
人
と
の
縁
が
深
い
か

ら
で
あ

る
。
西
王
母
神
仙
と
の
関
係
で
は
寿
星
桃
が
あ
り
、
西
王
母
の

果
樹
園

に
あ
り
三
千
年
に

一
回
実
を
む
す
び
長
寿
の
秘
薬
と
い
つ
て
よ

い
。
ま
た

『
列
仙
伝
』
に
よ
る
と

「漢
元
封
元
年

(B

O
110
)
、西
王

母
降
武
帝
殿
、
進
幡
桃
七
枚
於
帝
」
と
あ
り
、
東
海
の
仙
山
に
あ
る
大

き
な
桃

の
実
を
幡
桃
と
い
い
長
寿
に
あ
や
か
つ
て
い
る
。
な
お
仙
桃
が

箆
喬
山

の
西
王
母
の
園
で
生
じ
た
こ
と
か
ら
箆
嵜

桃

の
名

が
あ
り
、

『
本
草
綱
目
』
桃

の
中
で

「
時
珍
日
、
冬
桃
、

一
名
西
王
母
桃
、

一
名

仙
人
桃
、
即
毘
喬
桃
、
形
如
苦
薫
、
表
裏
微
赤
、

得
霜
始
熟
」
と
あ
る

の
は
百
果
園
の
仙
人
桃
の
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
当
時
の
仏
教
寺
院
に
あ
る
果
樹
や
珍
木
香
草
の
類
が
、
神

仙
思
想
や
本
草
関
係
と
の
つ
な
が
り
の
強
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ

の
意
味
あ
い
を
た
ず
ね
て
み
た
い
と
思
う
。

仙
人
杖

(西
王
母
杖
)
・
仙
人
喪

(西
王
母
甕
)
・
仙
人
桃

(西
王
母
桃
)

は
西
王
母
神
仙
と
の
む
す
び
つ
き
、
ま
た
そ
の
他

の
も
の
も
本
草
関
係

に
よ
り
同

一
範
目鋳
に
あ

つ
た
も
の
と
し
て
よ
い
。
こ
れ
は
も
と
も
と
中

国
の
神
仙
思
想
と
本
草
関
係
と
が
同

一
の
範
囲
内
に
お
い
て
働
い
て
い

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
中
国
本
草
の
確
実
な
出

発
点
と
し
て
は
、
『漢
書
』
巻
九
十
二
、
楼
護
伝
を
あ
げ
る
こ
と
に
よ

り
そ
の
凡
よ
そ
が
わ
か
る
と
し
て
よ
い
。

楼
護
字
君
卿
、
斉
人
。
父
世
医
也
、
護
少
随
父
為
医
長
安
、
出
入
貴
戚
家
。

護
諦
医
経
、
本
草
、
方
術
数
十
万
言
。

こ
こ
に
あ
る
医
経
と
は
医
術
を
さ
し
、
本
草
と
は
薬
術
、
方
術
と
は

方
技
を
い
う
の
で
あ
る
。
方
術

・
方
技

・
方
士

の
方
は
い
ず
れ
も
医
薬

の
こ
と
か
ら
出
て
い
て
、
や
が
て
こ
れ
が
神
仙
思
想
と
む
す
び
つ
き
、

単
に
疾
病
を
治
療
す
る
医
薬
の
こ
と
に
限
ら
ず
、
や
が
て
進
ん
で
長
生

不
死
を
得
る
薬
方
に
ま
で
も
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
。
仙
薬
と
し
て
の

仙
人
杖

(西
王
母
杖
)
・
仙
人
裏

(西
王
母
覆
)
・
仙
人
桃

(西
王
母
桃
)
は

西
王
母
神
仙
を
介
し
て
の
長
生
不
死

の
薬
方
に
か
な
つ
た
も
の
に
な
つ

て
く
る
。
し
か
も
こ
れ
が
当
時
の
仏
教
寺
院
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
仏
教
と
神
仙
思
想
と
の
交
わ
り
を
示
す

一
つ
の
例
と
し
て

よ
い
。
し
か
も
西
王
母
神
仙
の
思
想
に
つ
い
て
は
、

シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド

を
介
し
て
伝
来
し
た
仏
教
と
の
間
に
地
理
的
に
も
密
接
で
あ
つ
た
こ
と

が
考

へ
ら
れ
る
。

つ
ま
り
仏
教
が
こ
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
伝
播
し
て
き

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
須
弥
山
伝
説

・
箆
喬
山
西
王
母
伝
説
な

ど
の
楽
土
伝
説
が
生
ま
れ
て
き
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
北
魏

洛
陽
時
代
に
い
た
る
が
、
当
時

の
中
国
思
想
界

に
は
、
こ
れ
ら
が
混
在

し
た
ま
ま

で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

北
魏
洛
陽

に
み
る
仏
教

と
西
王
母
神
仙
思
想

(
服

部
)

-297-


